
舗装工事において、舗装面の高さを一定に保つために基準となるも

の、例えばワイヤ、角材、構造物などを利用し、これに沿って施工しま

すが、壁高欄のある橋梁部やトンネル内など、現場内に十分なスペー

スが確保できず、基準が取れない場合などは施工が難しくなります。

ラインリーダシステムはこのような場合、側壁などに赤色基準ライン

を引き、これをカメラに撮って画像処理することで、高さの基準としてト

レース出来るようにしたものです。

現場施工状況

ラインリーダシステム

特 徴

コントロールＢＯＸ

カメラセンサ

鹿島道路は､他社に先駆け積極的に情報化施工技術を取り入れて います

原 理

カメラから見てラインが上昇する傾向にあれ

ば、敷均し機械に高さ上げの信号を、下降すれ

ば下げ信号を出す仕組みです。

検知

スキャン

カメラセンサが、上下に一回スキャンすると壁面に描かれた赤色系のラ

イン部分がピークとして検知されます。

これを進行方向に連続的にトレースしていくことで高さの基準として認識し

ていきます。

カメラセンサは、専用のア

スファルトフィニッシャのスク

リード制御コントロールＢＯＸ

、または中継コントローラを

介して施工機械の高さ制御

センサとして接続します。

カメラセンサ

コントロールＢＯＸ

位置情報

壁面上のライン

サポートポスト ＡＦコネクタ

制御信号
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ＮＥＴＩＳ ：ＫＴ - 120018-Ａ



現場内の既知点上に据えられた基地局から補正データを受信することで、高精度な座標データの取得が可能です（誤差
±15mm）。

社内現場の使い勝手と求められる仕様を考慮した鹿島道路オリジナルソ

フトウェアを、トライテック社と共同で開発。独自機能を活用することで、今

後の動向や現場の状況に応じ、機能の追加や仕様の変更など柔軟に対

応できます。また、独自機能である「転圧回数ガイドシステム（RE-COM
機能）」も装備し、品質向上に役立てます。

携帯電話モジュール（CPトランス）を接続することにより
現場装置を簡略化、基準局を設置せずにRTK-GNSS
に匹敵する精密測位が可能です。

転圧管理システムとは、ローラの転圧軌跡をリアルタイムに表示・記録することで、アスファルト舗装の締固め作
業の効率化と品質向上を可能にするシステムです。

従来、オペレータの勘や技量に頼り発生していた、転圧回数のカウント間違い、レーン換えの間違い、踏み残し、
過転圧などのヒューマンエラーを防止し、舗装施工の品質を向上できます。
GNSS （ Global Navigation Satelite System ）位置情報を用いての転圧管理にはいくつかのシステム構成があり
、鹿島道路の転圧管理は二つの方式が選べます。

RTK-GNSS （Real Time Kinematic – GNSS ）

車載PC 転圧管理表示画面（例）
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締固め作業の効率化と品質向上を可能にするシステム
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